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Cladophialophora bantiana ならびに関連菌種の学会 HP用語集への追加記載について（案） 

 

日本医真菌学会用語委員会 

 

背景 

 ゲノム解析ならびに分子系統解析技術の進歩に伴い、真菌症に関わる新種の発見や分類の再編が著し

い。これらの研究はグローバル展開されることが基本であり、真菌命名法も明確にされている。一方、日

本では、公用文は全て日本語で記述され、各種法令において日本語を用いることが規定されている。ま

た、学校教育においては「国語」として日本語を教授しており、唯一の公用語としての地位を確立してい

る。医療分野においても、各種の規定は日本語で表記されており、疾患名や病原体の名称として日本語表

記が求められている。 

 日本医真菌学会では、2007 年に「医真菌関連起因菌の分類と学名に関する小委員会（委員長 鈴木基

文）」を組織し、真菌の日本語表記について見解をまとめ、医真菌に対する日本語表記の原則を示した（下

記参照）。また、この原則に基づき、汎用されている菌名の学名ならびにカタカナ表記を、医真菌学会 HP

に用語集として掲載してきた。現在 HPに掲載している菌名カタカナ表記一覧は、2012年版をもとに作成

したものである。このリストの作成は、用語委員会、パブコメ、ならびに理事会審議の各ステップを経て

行われている（資料１－３）。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------ 

医真菌に対する日本語表記（和名またはカタカナ表記）の原則（抜粋） 

 

原則１）学名と対応する日本語表記の存在が求められている以上、ここで決める名称は学名に準ずるものでな

くてはならないから、その対応関係を明確にするために学名のカタカナ表記とする。  

原則２）カタカナ表記の原則は、学名に対するラテン語の読み方とその慣例を原則とするが、より一般的に通

用する読み方があればこれを選択する。  

原則３）これまで本学会で慣れ親しんだ名称であって，これがすでに一般化されているものについてはそれを

採用する。  

原則４）一般的に通用させるため、カタカナ表記は可能な限り平易なものとする。  

------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

Cladophialophora bantiana の学名ならびに日本語表記について 

 

Cladophialophora bantiana（C. bantiana）は、1911 年に Guido Banti（イタリア）によって脳膿瘍から

分離された黒色酵母である。同菌は 1912 年に Pier Andrea Saccardo（イタリア）によって、Torula 

bantianaと命名されている。また、1960 年に Borelliによって再分類され、Cladosporium bantianum と

命名された。一方、Emmonsらは、1952 年に C. bantianumに類似する菌として Cladosporium trichoides 

を報告した。1995年に de Hoogらは Cladosporium-Xylohypha species に属する標準菌株ならびに分離



株の系統解析を行い、Cladophialophora bantiana と呼ぶことを提案し、下記のように記載している（参

考文献１）。 

Cladophialophora bantiana (Sacc.) de Hoog, Kwon-Chung & McGinnis, comb. nov.  

 

Synonyms:  

Torula bantiana Sacc.----Ann Mycol 1912; 10: 320,(basionym). 

Cladosporium bantianurn (Sacc.) Borelli ----Riv Anat Patol Oncol 1960; 17: 620. 

Xylohypha bantiana (Sacc.) McGinnis, Padhye, Borelli & Ajello----J Clin Microbiol 1986; 23:1150. 

Cladosporium trichoides Emmons in Binford et al.-----Am J Clin Pathol 1952; 22" 535. 

Cladosporium trichoides var. chlamydosporum KwonChung-----Mycologia 1983; 75: 320. 

Xylohypha emmonsii Padhye, McGinnis & Ajello----J Clin Microbiol 1988; 26: 704.  

 

この記載は、Mycobank等においても支持されている（参考文献２―６） 

 

 我が国においては、Cladophialophora bantianaは新興感染症として問題視されはじめており、令和 3

年 2月から、遺伝子組換え実験クラス 3の真菌に規定されている（参考文献７）。本菌は、日本医真菌学

会 HPの菌名カタカナ表記一覧では、Cladosporium bantianumとして登録されているが、本菌の重要性か

ら、現在の学名である Cladophialophora bantiana に変更する必要がある。 

 

 

C. bantianaの菌名カタカナ表記一覧への追加記載の提案 

これらの状況を鑑み、本菌を HP 菌名カタカナ表記一覧に以下のように記載することを提案する。 

1. 正名である Cladophialophora bantiana を追加し、その日本語表記を、原則に基づき「クラドフィア

ロフォラ・バンティアナ」とする。 

2. Cladosporium bantianum は、synonymとして現在も汎用されていることから、削除せず（C. bantiana 

の synonymと付記する）。但し、カタカナ表記は正名のみに付与することとする。 

3. HP掲載の「主要医真菌学名のカタカナ表記」一覧の脚注に、「医真菌に対する日本語表記（和名また

はカタカナ表記）の原則」に基づき作成されたものである、と付記するとともに原則（抜粋）を記載する。 

 

補足 

 本菌の学名は de Hongにより提案されたことにより、汎用されてきた Cladosporium bantianumはシノ

ニムに位置づけられた。学会 HP 菌名カタカナ表記一覧では、クラドスポリウム・バンティアナムと記載

してきたが、研究者によってはクラドスポリウム・バンチアヌムと表記している。冒頭に示した医真菌に

対する日本語表記（和名またはカタカナ表記）の原則に記載したように、原則１～４のいずれによるかで

「ゆれ」る余地がある。カタカナ表記の「ゆれ」は他の菌でも認められている（資料４）。本提案におい

ては、学会 HP 菌名カタカナ表記は学名のみに付与することとし、synonym は学名のみを表記することに

留めることとする。 

 



具体的には、下記のように表記することとする。 

Cladophialophora bantiana クラドフィアロフォラ・バンティアナ 

  (synonym: Cladosporium bantianum)  

  (synonym; Cladosporium trichoides)  

Cladophialophora carrionii クラドフィアロフォラ・カリオニー 

  (synonym; Cladosporium carrionii) 
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